
第３期中期目標期間における積立金の繰越手続きについて（案） 
 

 第３期中期目標期間における積立金の繰越に係る法的根拠 

   

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ←神戸市長の承認 

2024 年度 

当期総利益 607,357,496 円 

前事業年度からの 

繰越損失を埋める 

【2024 年度繰越損失なし】 

当期未処分利益（2024 年度） 

607,357,496 円 

（資金の裏付けあり：546,442,877 円） 

（資金の裏付けなし：60,914,619 円） 

目的積立金（2019～2024年度） 

491,571,796 円 

（全額資金の裏付けあり） 

第３期中期目標期間における積立金 

4,166,742,141 円 

（資金の裏付けあり：1,190,890,227 円  資金の裏付けなし：2,975,851,914 円） 

次期中期目標期間へ繰越  4,166,742,141 円 
 
資金の裏付けあり：1,190,890,227 円    資金の裏付けなし：2,975,851,914 円 

 

右記、使用計画の範囲(※)で使用         欠損金の補填に使用 

神戸市に納付 ０円 

前中期目標期間繰越積立金 

152,875,554 円 

（全額資金の裏付けあり） 

○地方独立行政法人は、中期目標の期間の最後の事業年度に係る第一項

又は第二項の規定による整理を行った後、第一項の規定による積立金

があるときは、その額に相当する金額のうち設立団体の長の承認を受

けた金額を、当該中期目標の期間の次の中期目標の期間に係る認可中

期計画の定めるところにより、当該次の中期目標の期間における業務

の財源に充てることができる。（地方独立行政法人法第 40条第４項） 

○地方独立行政法人は、前項に規定する積立金の額に相当する金額から

同項の規定による承認を受けた金額を控除してなお残余があるとき

は、その残余の額を設立団体に納付しなければならない。（同法第 40

条第５項） 

積立金(※) 

2,914,937,295 円 

（全額資金の裏付けなし） 

※2023 年度決算から適用された会計

基準の改訂（資産見返負債の廃止）

に伴う臨時利益 

⇒2023 年度決算の利益処分にて積立 

※第４期中期目標期間における使用計画 
 

【外大】 

〇留学支援         155,761,634 円 

〇施設・設備の整備及び改修 243,254,718 円 

〇神戸外大魅力発信事業等   6,427,056 円 
 

【高専】 

〇学校運営経費       137,075,000 円 

〇施設・設備の整備及び改修 627,175,000 円 

〇ＤＸ環境整備        21,196,819 円 

資料４ 


